近世遊廓の歴史的意義（長崎丸山編）
　　4年　田中基博

1.はじめに

現在、職業として性を商売道具とする人たちの社会における地位は低く見られる傾向にあるといえる。しかし、ＴＶや映画、書籍においてそれに近い職業であると思われる江戸期の遊女といわれる人々はしばしば並以上の教養を持ち、古典や和歌、三味線などの芸事に通じており庶民には手の届かない高嶺の花のような存在として描かれることも少なくない。それはなぜか、またその実態についてはよく分からないところも多いといえる。また娼婦は「世界最古の職業」と言われており起源についても不明な点が多く、「売春はいかなる地域でも自然発生する」(『日本花街史』明田鉄男)という言葉が見られたり、民俗学では日本の遊女の起源を巫女や宗教的なものに求めたりすることもある。さらに遊郭、遊女に関する研究は民俗学、社会学、一般書籍においては多数見られるが、歴史学の研究対象として扱われているものは多くない。そこで今回、その遊女の全盛期といえるであろう江戸期の鎖国政策下において唯一外国人の居住を認められていた長崎の丸山遊廓の｢引田屋｣という遊女屋を中心に考察していこうと思う。

2.長崎丸山遊廓
　江戸時代、長崎の丸山は江戸の吉原、京都の島原と共に天下の三大名所とうたわれた代表的不夜城であった。ことに丸山は貿易都市長崎の花街として他には見られぬ多彩な様相を示し、特に衣装の立派なことが他の廓に抽んでていたといわれている。
｢丸山｣とは1642年に幕府の命により丸山町と寄合町に遊廓が集められ、この二つの町が丸山と呼ばれるようになった。当時の模様は延宝版（1673年頃）の『長崎土産』、春燈斎銅板の『肥前長崎丸山の景』、貞秀木版の『肥前長崎丸山廓中之風景』に残されている。

　　　　　　　貞秀木版の｢肥前長崎丸山廓中之風景｣
徳川幕府の鎖国政策によって長崎は外国との交流（貿易）において開かれた唯一の窓であった。オランダ人は出島のオランダ屋敷に、中国人（清国）は唐人屋敷が作られるまでは市内に雑居していた。そして多くの商人が長崎に下り、海外の珍奇な商品の取引を求めた。また長崎に対する幕府の寛容な政策により、その貿易の利潤獲得に長崎奉行までも狂奔するなど全町人あげて貿易商人化し、中部以西から多数の商人が長崎を訪れ、その人口は当時、三都につぎ、名古屋、堺などに並ぶものとなった。
このような長崎の繁栄は商人の多くが男性であったことも相まって、そのまま丸山の繁栄につながっていたと考えられる。井原西鶴の『日本永代蔵』（1688年刊）には、｢長崎に丸山という所なくば、上方の金銀無事に帰宅すべし｣と、その繁栄ぶりが記されている。また最盛期の元禄期には計1443人の遊女がおり、記録はないが、遊女屋もこの時期が最も多かったと推定される。さらに、ここに遊ぶ嫖客は町人や上方商人たちも勿論であるが、特色はやはり唐人とオランダ人(紅毛人)であった。遊女たちは廓を出てこれら異人の許を訪れることが認められ、これを唐人行、阿蘭人行といい、日本行と区別されていた。
さらに『丸山遊女と唐紅毛人』には「遠く祖国をはなれて長崎に来た異国人たちにとり丸山遊女は淋しさを癒す何よりのものであった。そこには多くのロマンスが咲いては又散っていった。」と記されている。文政六年（1823年）に、オランダ商館付きの医師として出島に着任したシーボルトが、寄合町引田屋抱えの遊女其扇と同棲した、といのは有名な話の一つである。
3.引田屋

　丸山の遊女屋の中で、最も有力で長く存続したのは、引田屋であった。宝暦（18世紀半ば）ごろから幕末に至るまで大いに繁栄した。今でも引田屋の庭園に在った亭で花月楼と呼ばれた建物が現存しており、一般に史跡料亭「花月」として利用されている。
　当時オランダ人や唐人たちの丸山見物の際には、花月に必ず立ち寄ったものだったようである。上にも示したように、それだけに抱え遊女のうちには、絲萩と楊啓堂、其扇とシーボルトなど海の彼方の人々との艶話を残している。
　また文人墨客の訪れることも多く、頼山陽、古賀穀堂、細川林谷などがあり、これらの人たちは花月において、当時の海外からもたらされた珍奇な風物を賞し、長崎独特の風流を愛でていたといわれる。頼山陽は花月の別称を「養花山館」と名付けた。
　文政八年（1825年）には、文人墨客、諸藩の文士、来船唐人らを集め、大会を開いて「長崎書画清譚会」の組織ができ、毎年春秋に書画会が催されるようになった。これが日本における美術展の始まりであるといわれている。

　幕末には、明治維新の志士たち（坂本龍馬、高杉晋作、西郷隆盛など）が花月に出入しており、その活動に一役買ったといえるだろう。大広間の床柱に残る刃痕は坂本龍馬が残したものと言われている。さらに引田屋の裏口付近で英国人水夫が暗殺されたイカルス号事件で、当夜花月で遊んだ海援隊隊士の菅野覚兵衛、佐々木栄の二名の嫌疑をかけられたために龍馬が長崎奉行所に苦情書を差し出した。その下書きを掛軸にして花月が所有し、展示している。また、明治期以降も山県有朋が訪れ書を残したり、孫文が訪れるなど歴史上の人物の訪問を受けることも多かった。余談ではあるが、吉永小百合主演の映画「長崎ぶらぶら節」の舞台は丸山の引田屋（現・花月）である。
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花月入り口　　　　　　　　　　　　　　　　　　龍馬の刃痕

4.おわりに
　今回は本来、卒論において扱おうと思っている江戸吉原のスピンオフ的なものとして長崎丸山を取り上げるつもりだったが、遊廓としての質、量（規模）共に吉原に比して引けをとらないものだということがわかった。少なくとも長崎は当時の日本において三都につぐ規模の人口を有し、日本有数の大都市であり、殊に唯一の貿易都市であるという、他都市には見られない大きな特徴を持っていた。そこでは海外の文物は勿論、異人との交流によってもたらされる情報など、長崎にいなければ当時の日本人は全く理解できないような独自の雰囲気を持った都市であったのは間違いないだろう。また鎖国政策下において唯一市場を海外に向けていた長崎に多くの富が集まっていただろうし、上方商人らが数多この都市に下っていることがそれを証明していると思う。長崎に下ってくるものの多くは、移住するのではなく商売目的であったため、単身かそれに近い形であっただろうし、当時の社会の状態を考えるとそのほとんどが男性であったろうと思われる。幕末に長崎に大浦慶という女性の豪商がいたが、それは例外的な存在であった。そして長崎は唯一の外国人居住地でもあった。オランダ、中国との交流が行なわれたといっても、それは外交というよりただ貿易が認められたにすぎなかったので、来日した外国人も商売目的の者が多かったと考えられる。そしてその多くが男性であっただろう。この国内外を問わず、長崎へ商売での進出をした多くの人々が男性主体であったのを考えると、その男女の人口バランスは偏ったものであり、女性に比べ男性が多かったに違いない。そんな状況において丸山遊廓が担った役割は決して小さくはない。また引田屋をはじめとする丸山の遊女屋に頼山陽ら多くの日本の文人墨客が好んで訪れたことや、日本最初の美術展を行なったことなどは文化面において一役買っていたとも考えられる。外国人の嫖客をとっていたことは長崎、丸山の独自性を生み、一方でその社会問題となる混血児という賜物をもたらしたりもした。そして幕末においては長崎奉行による取締りから逃れる隠れ蓑として、海援隊、長州藩をはじめ、多くの志士たちが足を運び、その生命を守り、何かしら大きな決定がなされることもあっただろうと考えられ、その歴史における存在意義は小さいものではないと感じた。
　反省点と今後の指針としては、まず長崎に下った人物の詳細なデータが見つからず、外国人に関しても同様で、根拠として弱かった。そこで数的なマクロのデータと個人の記録などミクロのデータを史料として探し、考察していく必要があると感じた。
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